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ために外周に鋼線を配置した Hybrid cable の開発に関する研究を纏めたもので、以下の 7 章から構成されている。











第 5 章では、第 4 章で提案した解析手法と解析モデ、ルを用いて超長大吊橋ケーブルバンド部の主ケーブルを対象と
した応力解析を効率的に実施するための解析法、および CFRP の直交異方性に対応した有限要素解析法について示し、
これらを用いて、吊橋全体を対象とした骨組解析結果が精度良く再現できることを示している。
第 6 章では、第4 章および第 5 章で提案した解析モデルと解析手法を用いて、活荷重時における超長大吊橋のケー
ブルバンド近傍の主ケーブ、ルに生ずる応力を算定し、 Hybrid cable 断面内の CFRP に生ずるせん断応力の低減効果の
把握、および多軸応力状態と CFRP の直交具方性が考慮できる破損則を用いた CFRP の強度評価を実施し、 Hybrid




















(5) Hybrid cable は、活荷重時にケーブルバンド部の CFRP に生ずるせん断応力を大幅に低減できる。また、ケー




ている。また、これらを用いることにより、 Hybrid cable として CFRP を超長大吊橋主ケーブルに適用することによ
るケーブルバンド部での CFRP のせん断破損に対する有効性を検証した論文であり、橋梁工学の発展に寄与するとこ
ろは大きい。よって、本論文は博士論文として価値があるものと認める。
? ?氏U円d
